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はじめに

　肢体不自由児、盲・ろうあ児、雪語障害児、』知能遅滞

児などの如く、いろいろな障害をもった子ど1もの生活に

つい七みると、確かに以前に比べれば賦為カヤk奔実して

来ていること購鄭ある・瀕法塒こも轡嘩歩
がみられ、多くの子どもがその恩恵に浴し七いる。しか

し、彼等の現在の生活についてみれば、 そごには多「くの

問題が残されており、不幸な生活を余饒なくさ晒ている

子どもがまだまだ非常に多く存在していう㊦も弓れまだ

事実である。

　障害をもった子ども達の幸福を守るためには、施設の

充実電さるこどな淋らぐ1本人の社会における位置づけが

間題なのであり、その子どもが現輿に、・社会な洪、家庭

なりで受入れられているかどうかを問題にしなければな

らないわけである。現在成人している障害をもらた人々

の意見を聞いても《．社会の人々の障害を もった人に対す

る態度の歪みや偏見はまだまだ根強ぐ残づておrり、・障害

をもっているという一癖だけで、家庭からも、 桂会の人

々からも疎外され、白眼視された経験を電づ人が圧倒的

に多い。

　われわれがここで問題に嬉宅噸・る障害をもぢだ幼児の

場合えしても、現在の彼等の生活をみるとミそめ多くが

非常に不満足な状態におかれで“るこ乏を認めざるを得

ないのが現状である5幼児期が性格形成の面から駆って

もぐ、心身の発達め面から恥ってもぐ極めて重要な時期で

あることを考えると、彼等の将来にとってもこう した状

態は非常に不幸なことといえよう。r一．r” 1　　し

1燐賦細醸鰍雑鱒1ま晒蝋
1ま」』をt・担…；， 2才陣で勲き漉過継ば畔
厩轄るξ吻琳騨会φ脈 趣嚇揃
裡症吐灘繊鱒る沸晒励であ観縦
髄離会あ中でφ生群齢できる汚働熱鱒

≧1鱒鱒癖ど瞬韻亨購瞬撃
躯魂蟹泌硬ある・近所の子昂と9夢ダ，

幼組儲所艶生灘粒てき卿害酵聾周
囲秘麟瀕葡』細趣縛騒疾1乏塵詫肺

購等麟琳晦雛す棚 欝鱒慰
と減おご芝濠火を見るよゲも明ら疹であろう』ボ〆　 －

晦鍵鎚婦殊騨磯参所鱗
楓保育廉り・轄凍りする酵り舜酵？鰭
も、いろいろに議論されているが、その障害あ程度によ

っては、積極的に一般社会の中での生活を鰍恩趨尊方

力㍉はるか好ども達の心身嘩融蓼辮卯騨に
ま“こ壬ほぴ多kのゲーメが証明してお緊隔離キ塾て

育訣誕腱の甑鰍生き撰碗締く障騨断
生産的な生き方をしているケースをみること示多）・6い・

汎じかも濠渉ら緬能遅滞児4）場合でも計そあおiぐれゐ程

度が軽鵬否繊、正常児のクラスヘス厩彼鍵難

生活させた方がざぞの予後がよいごとはぐ幼稚園や保育

所の子ど電の例をみて・も明らかであるに拘らずぐ現実に

はミ、そ甑じた子ど・もの要求が受入れられずζ隔離ざれ世

生活を強制されこ1不適応状態に陥づている例が多くみち

れるのが現状であrるる とのこ とは他の障害児につい薫も

同 じこ乞がいえる。ピ　 　　　　 1’1 ’ひ’
｛；ら’憤モi

　もちろんその場合、ただやみくもに占般児の中に入れ
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ればよい、というのではない。それなりの受入れ体制の

盤ということが前提に嫡わけであり、受入れ体制の

わるい所へ聞題を もった子どもを入れると㌧、うことはく

障害児のみでなく、一般児にとっても好ましくない状態

をもたらすことは当然考えられることである。

　何れにしても、障魯をもっ塵幼児が、どのような状況

の中で現寒醇生活しているか・ということを知ることは、

彼等の福祉を考える場合まず第」になされなければなら

ぬことであり、その実態に基づき適切な処遇が考えられ

ねばならぬわけである。

研究目的

　今回の研穽は、障害児が現在の社会で如何ように受入

れられている塑とヤ・うこ とを、まず各種㊨保育施設に在

園する障害卑め生活築態を畢じて明らかにすると共に、

彼等の今後の処遇方法などについて考えようとするもの

であるo障害児の治療・教育は決して特殊な施設での治

探φみ嗜よ為も弔ではなく、それにはあくまでも障害児

を取巻‘隼活環擁全七の人々の直接的、岡接的参加が必

恥鱒樋・ゆ略雌撒とでもし・ぢべ魅のが
彼等に存ざ胞ね摩奉わぬわけである。幼稚園や保育所で

の生活セ零、 、南る意味では社会治療の一端を担うものであ

う・．輝孝堕こ孝幽悪けれ鰍籠し・うこ猷に尋・

い獄て軸ちろ聯構であり、そ撚適応能加賊

紬い騒 も咬飾る・

　今回り研突り貝的嫁yあくまでもそうした立場に立っ

て・、齢全体醗け礁等の位置づけを知る溺のもの

であり、障害をも？た勅児が、現在どのような生活を経

験誉煙ら晒て勢る期を、まず知ろうとするものである。

幼稚園さ，．堺育貰窄社倉琴）一つの揚として考えて調査の対

象ぢ、』たわサである。

・、

擁方法
1

1第9集

調査用はがき

園

名

在児

園数

職
員
数

所
在

地

電

話

記
入
者

間1貴園に、園の生活に於いて特に配慮を必要とす

　　るような園児がいますか。

　　　　　い　る　　　いない　　　前にはいた

問2　その障害の種類・程度・人数についておきかせ

　　下さい。

　　　　　　　●該当する欄に人数を御記入下さい

響　　　　重　い
中程度 軽　い 計

マヒ・肢体不
由

1

ちえ遅れ
自　閉　 症

て’んかん

身体の奇型

聴力 障審

視 力障害 』　　　　■

署語障魯

僖緒障害

マヒ・肢体不
自由

ちえ遅れ
自　閉　 症

て’ ん か ん

　凋李嫡都府の云愁立の勤稚園、保育所、約2，100ヵ所

輿射し㍉第毛珠輝葺として葉欝（別記）により障害児Φ

在隅Φ有無≧。． 障害の種類に？いて回答を求めた。

［その綾果約業取の1・000ヵ所の幼稚園、保育所から回

答が得ε》匙ちげ次に葉轡の回答から、現在障害児が在園

してヤ・る園といない園、以前にいた園が判明したので、

現在障害児が在園している幼稚園の責任者に対する2種

類め質間紙（別紙〉を送付し、更に障害児の生活につい

て詳しく隠く こ・とにした。 また、以前にいた園に対して

も同・じように質問紙を作成し、その子どもの在園当時の

様子や、現在障害児が在園しない理由などについて閲い

たd　（別紙1～4参照）

身体の奇型

聴力 障審

視 力障害

笛’語障魯

僖緒障害

　現在在園している園に対する質問紙の項目の内容

〔A票〕〈別表r1）
1．

　（11陣害の種類と程度

　（2）現在他の機関で治療や相談を受けているか

2．入園までの経過と入園後の配慮

3，、出席状況
4。 ・礁故の有無

5，親の態度

騰鎌竃態度

6． 現在の園の集団生活の子どもに与える影響

7，その子どもを引受けたことによる他の子どもや先生

　に対する影響

8．先生がその子どもの担任になったいきさつ及びその
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　時の感想

＄∴現壁の子ども甥欝る上㌻騨潭弊．るこ

　と。

ゆ票〕（別表一2）』’．　　　、
．夏園としてどのまう噂躍を受入れて㌧’るカ』

年・騨鰐塀轡懲麹て肇畔騨
　点
3．障害児の激育につレズη意見

以前はいた睡蜘礁騨の獺の内叡厳3）

飯罐撫難羅羅騨）讐寧？騨

B．現在障害児が在園していない理由

C．将来園として障窪児を保育する気持の有無△

第3表　保育者1木当たり』の子どもの数1・

・幼稚園 』傑育 所

（件〉一乙ζ％）1＜件〉て％）

計・

1 一（％）

　調査結果 』．

まず最伽郷ぬる羅の結雑外て樋と隅
在障害児を保育レ七㌧偽と箸えた園が予想外に牽弘1保

育所、幼稚園を合計ずると369園にも達した。以飾獣、・

混答離畔・8・蹟あ苓から・半教以上り嘩騨

兎の蹄姫脚届葬導泌、全 レ、（恥表）i

、第！ 表
　　　　＼　1

幼．稚1園！識セ保育・所 1　一軒一
て件）て％）・（件）　（％）　（件ン （％）

丁ル5人一 0”
＼　15 8‘0・ ユ5〆

』4，0

6酎10”㌦
7 3171 28 14．19 ト85 9．3

11刃15
｝3 溶9

46
r24，5 「591』15．7

16～20 19ゴ 10． 1 』461124，5
65 工7，3

21～251
27 145 4 　1211 11」2

48
＝

26～3Q’ 29
15．4

一
18 9』6 47 12．5

31～35
34 ＝8，1 5 2．7

39
10ヤ4

36～二
55 29．3．

　、　r

・6
3r2 、61』‘ ，16乙2

、N合
4 2．1

　　　3．Lp「二

1－6． 工、9

計 18呂 玄0σ．0 P醜 工OQ．0 37う
100・P　　一

い　　る二

いない
前はいた

　計

180 34， 9 189
44．9

245
47．5

142
33∈7

91
17．61　90 21．4

516 100．0
421 100．0

369

287

181

937

39．』4

㌧41．3

－1σ13

100 ．0

．こ嚇果セ嘩ヴ呼， 現在陣児雌園』ている騨
対し、前記の質間紙A票・B票を送付した結果、．178園

から回答がえられた。

、（・1）現瞬害卑嘩園．頃L渦場合、 、礼・

’・

　よ）　A票に？いて（撞年の保育者⇒）彦～り回答）＿、」．1

　回答のあやた、178園に現在在騨レて恥為陣蟹児Φ歎建

37鑛砺り諸碓脚γ男児痩鞠勉郊卿勉
かなり大ぎく上回っている。 （不明11％）〈第．2表）

第2表性別

　計
（件）〈％）

20454、3
叉29－34・3

431・11工。4

376　100．0

醜児を琳麺・碑り騨都名戦璽聯弊
ついてみると、第3表に示す如く、幼稚園の場合の方が

嫡為塑に多くの閑児弊を、些名φ保育者が担当レ歪挙堕ぐ

保龍i名当り36名以上挫う園が最も多い・騨勲
場餌耳・名鹸2。名位の園力拠～葵、ζ燐騨餌を

鱒しているた断あ砿 榊趣、・額騨者鰭

の よ旗多轍の子爲蘇飢て唖場騨躍跡
批いう諺嬬・子ξも9茜姿に碑ヤて好：ま馳幸億

いえ妙レ・騨群≧〆病耀蝿労を伴、鱗≧

が考えられる。

　〔陣の鱒と題〕訴デ． 1一 1，L1 △」1
　在園す碑害卿鱗駅 獅り子昂晒府笹ρ
騨φ陣麟鋤？や魏で・・。秒脚瞬断困
難嫡っ規‡と樋琳畔酵揮≧や天鱒y・
た結果が第嫁で顔9 ㌦ ・・ l『謄P． 』 1．・．

　肢体不舳児り鵬は・頓駅、纏伴つ郷鯵ひ

勲嘩粥規り酵く髄れておワ嗜唖ど醐

　　　　　　　　　’第4表い㌧

男 ＝「

女ドl
N A』

く計 1

幼稚隠　　保育所
（件）『（％）　（件） て％）

1』97

　
74

b17

δ 工88

・』5L6　 107　 56，9

39．4　． r55　　29．3

1・i9．0　 　』 26　rユ3，8

100．0　＝1ユ88　100．0

施設』別一』

障害の種類
ξ、革ゴ捧』木自』申、乙．

ちえおくrれ

自閉的傾向
てん、か、 、ん

身体み奇型
聴 力障窃＝
視力障』・露）

、』嘗語障害

情緒障害
そ　一の　　飽

　　’計

幼稚 園∵ 、保『育 所｝

　　　　　35．
　 63 　　　一68”

ン1ゾ昼　　　8

　　6 　　 5
諺：：1 「1穿

　15・ナ　 13

　26、 　21』
　　5一』　宮 410

　　2　　　16、

　188・　r48亀．

’7与』

　126

　23
．』“

　ゑ

　24
　28
・’ 7ズ

、、
15『

で1 IZ18

11β76∵
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　性マヒの子どもと考えられる。

　　ちえおくれ、つまり知能遅滞の揚合は、前記の肢体不

　摩由児や言語障寄児の中にも多く含まれているので、こ

　こ．にあげたのは、ちえおくれとのみ記入されていたもの

である・ その数は非常に多く、約％を占め姻・る。

　 自閉的傾向をもった子どもは幼稚園にやや多くみられ

　る5この場合にも情緒障害と記入されたものの中にも自

閉的傾向をもったものが含まれていることが考えられ、

ここにあげられたものは、その自閉的傾向が特に強いも

のとみて1よい。

　てん期んは、それのみをあげたものが7ケースで、他

の4ヶ一不は情緒障害や自閉的傾向と重複して記入され

ていたものである。

　聴力の障害は24ケースあげられていたが、この場合

にも聯障爵尿おく煙鰍っているものが多かっ
た。

　視力の障害は、28ケースであり、他の障害を伴ったも

のは少ない。

　雷語障害のケースは47ケースもあり、かなり多いが、

溶緒障害を伴？たものが多く、絨黙症的な言語障害児が

多㌧・ことカζうカ・カミわれる。

　情績陣害の揚合は・その内容がいろいろに考えられる

が、情緒障害のみをあげたものほ意外に少なく、15ケー

スのみであったQ

　その他に入れたものは、陣害の種類が多く重複し、ど

の種類に入れてよいか判らなかったも6セある。

　准諮、障害の程度などについても聞いたわけであるが、

その判定が困難であったためか、記入もれが多く｛集計

不能？ため残念ながら数的処理を噺念した。
、r 他伶機開での治療・相談〕・

障害をもった子どもが、園に通園しながら現在他の機

関で相談や治療を受けているか、ということについて聞

いてみたところ、約半数以上のものが他の機関で相談や

治療を受けていた。　（第5表）

その機関の中で最も多いのは病院であり、次に児童相

談所や教育相談所のような相談機関が多く、障害児を対

第6表　「それはどこか」

幼稚園の場合

児童相談所

教育　〃

病　院

8
17

43

保育所の揚合

児童相談所

教育　〃

病　院

15

11

39・

心身障害児福祉センター2心身障害者福祉センター4

教育センター

1蟄立身障者センター

保健所

国立小児センター

都立身体障害者福祉セン

ター

ろう学校幼稚部

2教了fセンター　　　　　 4

1国立身障者センター　　3

4保健所　　　　　　　　2

1国立小児センター　　　1

　都立身体不自山者福祉セ

日赤こども相談室　　　4

大学のグルーブ治療　　3

スピーチク　リ　ニ ッ　ク　　　　　2

愛育研究所　　　　　　3

区教育委員会　　　　2
小学校の難聴教室　　2
〃　か亭設のことをまの教室2

教育研究所

　（私立、都立各1）　2

鴬語（治療）センター　2

家庭生活センター　　　 1

大学　　．　　　　　　4

日赤心理相談室　　　　1

小学校の専門教員　　　　1

個人　　　　　　 　　　1

　NA（不）　　　　5（2）

　ソター

ろうあ学校

北療育園

日赤こども相談所　　

言語治療盛

スビーチクリiック
言薬の教室

国立聴力言語センター

こども教育’セソター

日本心身障轡児協会

子ども療育センター

福祉寧務所

大学研究室

肢体不自由児協会

冒語指轟訓練所

NA 2

　　　　　　　　　第5表
覗在他の鰍で治療や相談を受けてし・ますか

象とした身障者セソターのような機閾は比較的少なかっ

た。（第6衷）

　〔入園に際しての紹介の有無〕

　障害をもった子どもが幼稚園や保育所に入園した際、

知人や機闘の紹介があったか二について調べてみた所、

幼稚園の場合は紹介のなかったケースの方が多く、紹介

ありとしたものは26％に過ぎない。つまり、幼稚園に在

紹介者ま、たは機関
第7表

イ　いない

ロ　いる

　NA
　’晋1一

　幼稚園　保育所
．≦件）（％）　（件）（％）団

　74
108

　6
188

39．4

57．4

　3．2

100．0

85　45，2

98　52．1
　5　　2．7

18S　100．0

159

206

　11
376

42，3

54，8

　2．9

100．0

イ　無

ロ　有

NA
　計

幼稚園
（件）　（％）

保育所
（件）　（％）

計

117

48

23

188

62．2

25．5

．12．2

100．0

155

184

37

376

（％）

41．2

48，9

　9．8

100．0
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高橋他：障害幼児ゆ福祉に関する研究

　　．ゴ 冗ド l　r；1 』　．第8表 1』㌧㌧

1第7表 「ロ」1 にういて 「どこがら↓
11

　！1比嫁い〕；”1ド’ ” ．－第11表＝』．』ン・’濫も 穴啓　　、一づ

』入園の際の配慮は現在も続V・ていますか ） 、ジー匪1

廊鰍所
福祉ず嚇所
』医』　　師1

知　　　人

そ　の　他

　NA　lr

幼鞭ll』締秀、』1献
　　　　　　　　　　　　 （％）
（件） （％）’（件）　（％）

　36，3 『い ド2』2F』6－13・『3

0　　11惚61・6 1「』hク 63．お

　7r・1416c 1∴2』gr 11 ；『 ・0

　918，8　64．4　158』2
2858．3115ン　 』 3317・9

．：又 、2‘1 ’、・・ r　　　・”U
48 10q，0一．＝136“100蔵 0⑱禦oq・』0

園する障害児の多くは、園とQつながりが全くない状態

で入園して幡桝砺る
9㌧ 傭所暢舘ぐ福祉

聯所姫由しないと入れ馳と殖苔鯖樋つ｛・福

祉麟所から靱嚇たケ、7ス幽轡を占めている・

ぞ擁 騨や知塀、ウ塑碗㌘購干夢』
れ’ マ　（第7舞、第8表》、

・

〔梱騨噸に騨画厨牽か）

　　　　　　　　　卸表1：』レ

詠園離嚇に気済いやましたか　 ラ

計

　　　　　』欝謝瀞r謝』
（劣）

噺瀦劃』鍵1遡劃

幼稚1隅』
（件）（％）

置保rr育所

（件）（％） （％）

イrいいえ』 31 16，5
61 ／32．41 92 ・24．5

■　は い
157 83．5穿 し124 66‘o

281
，74』7

NA 0』 』・1 f』6 3 0．rS

戸計
188 ．100．0「 r376　瓦10Q、・0

、畑詠そり理も嚇韓騨？し・てレ＞趣・こ挫

舜顧麹駒陣騨鰻確勢蜘祉で耀
㌍重要な手粧かりを夢えてく、塵為≧思レ｝引ぞり尊と照？

いて商いてみた結果は、第9表に示すように殆どの園曝

障害に気がついていて入園させで禁る乾と潮判？，た。．全

然知らないで入れたケー 幼稚齢7％・保育所で

32％である・　 1 ・∵、．ド r

　〔入園に際しての配慮〕　　　　　　　　♪

　　　　　　　　禦晦 ン
』ズ園の際、 ㌔配虚を、レま レ尊か 、　r 』、』， ．＼』

・・
に齢費特別緬齢し蛇がミ1・・にうV・てはく r』こ

れはやや意外の感がなくもないが、幼稚園の場合39％ξ

備吻場師％のケー 即醐も娯入園さ肪

終騰、 べ（第賑 第脚1∵

特腿配齢し緬にらし・てほ』その醜め麟を

琳わけで岬輝璽鰍聯で畝騨
の苦勢し曝織訟・〆…㌃　、 ．．i、聯鱒容φ参鰭φ誘砲・r」

．』』ご、

、①　牢全姶確保 r∵・r　；、・

1あ瞬脚1’一磯どゆ鱒こ聾らせる1

、、

：堺責時蘭り矩纈じ．剛、課

　④ 駿員間の連絡を密にする・

　⑤．1、堺護煮の協力を專葱蜀
r・

・ゴ ㌧1頓寒1 P，い．

』⑥、私φ能騨璽鍵榊賀・』」！、レ耐・
、、〔串廣塾逸≧稗斧鉾鯉．▽賦」・　・』

r』

｝．『

、、曝鱒睦鑓勲瞳寧騨解！ ト 断触
き出，奮状況、』i☆』謀讐 憲』［1よ綜

　　　　　　　一ド蛎書薗 』傑青薪』［r
1r

靴』」

　　　　　　　　（件）（％）（件）（％）轡て『禰
K件ノ k物ノ氏什ノ　、■0／1

　　6．9
㌧34．3

1』57，’7

　1，1
76ヌ00・0

イ、よく．休む、＼ゴ時

た 休置
ハ休ま宏》・

　　NA
　　計

12

“67

3188

　　『
61 4『

・106・［ゴ56．4

　　1．6
　ぞ鉛㌧・・

　100． 0、

　　　 14 714

ン35’6 621 3き10

　　 11ガ5甑0

　　　1　0．5
　　ユ881吸・o

　　　　　’1』諜 第13表却

窺のつきぞボ（鮪中め）・

　　　　　、．幼稚園・』1、

　　　　　： 〈件ン 、（％）

蕊欝蕪i』

保＝育所1
（件）　（％）

7　　4613

91 　48．4

10 5．3

188100，0

　　（％）

11φ 42，6

2051’54卜5

、1 1　2，9

376　100，0

u　　　　　．ぢ 灘播）育蕩）慶　　　
1て％）

母
・2・ユ

　348λ92，β

．9 ．ン20　 5．3

　3字6100．0

イ覗在つぎそ　　っている

φ　りきそうて
　　いない・㌦

》い rNA3

喧㌔’1 1計’”

　6　　3，2　　2

17呂．92・0175

9．じ4．811

881σ0．01188

　1．
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というものが約30％みられるが、過半数の子どもは、休

まず出席しており、子ども逮の集団生活に対する関心の

強さを物語っている“（第12表）歎、 保育時間中の親
の付添払は、付添っていると いうゲ門スが10ケース足ら

ず筋繍以外は・子ども畷の付郷を鹸とせず、
その圏での生活臓から独立逸ゆである．

〔保育中の司倣の有無〕

　陣魯をもった子どもの場合、富故の多発が考えられる

ので・保育中に発生した～鰍について醐いてみた所、あ

ったというものが20％近くのケrスにみられた。（第14

表）
，．

　　　　　　　　第1嬢

慧轡の子ども噸を瞭轡教画まし

第9集

あまり理解がないという答えや、全く理解がないという

答が約20％の親にみ肱たことは、残念雄とであると

同時に調に対す轡育り嫉醗示すものとい焔．

中でも保育所勉一スの中黙、13ケ」スほどの親が、

全く理解が馳というよ 舛諦されてし・たが、こうし

ちダースの場合などい くら園でよい教育環境を与えた と

しても、教育効果はまず期待できなヤ・であろう。　（第15

表）

　．ロ　子 どもに対する保護

　この場合、非常にと、かなりの両者を合わせて、過保

護と答えたものが34％、 ふつうが48％、放任が14％であ
った。　（第16表）

　　　　　　　　　第16衷
親の態度　ロ　 その子に対する保護の程度

幼稚園裸育所
（件）　（％）（件）（％）

計

イ　なかった
153r

1．4 142 ？5，5 295

（％）

8．5

ロ　あ　っ　た 31　16，5 37 19，7 68
18．1NA

4　　2，1 ．9『 4．8 13
3．5

計 188100．0 188
100．0 376

100．0

（％）

その轍の内魏・醐や触によ繍の力雛勧
場合にも保育所の場合にも多く、次いも、ひぎらけ、い

たずらによ騨故・迷紘どの轍激グ」碗みられ
たが・他の子どもにけがをさせ雇いうものがエoケース

位宛みられたことは、今後の障害児保育にあたって、充

分酵えね臆励であろう。その他でを敦駒設備欄

具なξに対する破壊的行為がいろ、・ろみられた。

　〔親の態度〕

イ　テどもに対する理解度

騨陶齢っ好ども廟し濯餓もって接魂
導と、は、その子ξもにとって極めて大切なことであるが、

親の態度　イ　理解度
第15表

イ

ロ

ノ、

ホ

幼稚 園 保育所
（件）　（％）（伜ン （％）

計

非常に過保護

力・なり

普

かなり放任

全く　〃

　NA
　計

至保護 10
5・3 14 7．41

　　　、／0／

4　　6．4
〃　　『 54

28．7
50

26．6 1Q4　27．7

通 97
51．G

r85
45．2 182　48，4

任 23 12．2 26
13．8 49　13．0

2 1．1 3、 1．6 5　　1．3
2 1．1 10 5．3’ 12　　3．2

188
100．0 188

100．0 376100．0

幼稚園 保育所　”計1
件）（％）（件）〈％）　　　（％）

イ非常に理肺ζ
ある

41
21，8 、．21

11．2
62

（％）

6．5

ロ　かなり　 〃
53

28．2 43
22．9

96
25．6

ハ　普　通 63
33．5 70

、37．2 133
35．4

』・あま嘘鯨が　ないホジ全ぐ

“・

28
14．9

o．5 13

32
17．0

　6．、9

60

4
16．0

．7

NA・ 2 1．1 9
4．8r

11
2．9

二計 188
100．0 188

100．0 376
100．0

（％）

過保護の親の方が放任より多いわけであるが、こう・し

た障害をもった子どもの場合曳もし放任されたとしたら、

それは直ちに危険にもつながるであろうし、発達をいよ

い よおくらせることにもなりく極めて望ましくない環麗

の中に子どもをおくことになるわけである。一方過保護

な親の場合も子どもロの依存心をいよいよ強めることにも

なり、、子どもの心身の発達からいえば、親の壷情が仇に

なるような結果が予想林その態度の改齢繋れ
る。

　ハ　園に対する協力度

　　　　　　　　　郷7表
親の態度 ハ　園に対する協力度

幼稚、園　保育所
（件）　（％）（件）　（％）

計

イ　非常に協力的 28
14．9 19

10．1　47

（％）

2．5

ロ　かなり　〃 50
26．6

43
22．9　93 24．7

ハ　普　　　通二　かな 94

0
50．0

．3

、101

4
53・7195
7、4 24．

51．9
書4

ホ 全く 〃 4 2．11 31－1．6　7 1．9NA 2 1．1 8
4．3 10

〆2．7

計 188
100．0 188

100．0376 100．0

（％）
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　　　し高橋値 ”障害絢児め福祉に関する研究

　園と家庭とが協力して子どもの舞育に当ることはいぞ

の揖導効果をあげるためにはぜひとも必要なことである

が、こめ場合』協力的なものが多’くざ非協力的なケース

は10％にも満たな㌧轍である。・おそらくこれを津』泊分の

子どもが障害をもっているに拘らずヤ保育を引受けてく

れていることに対する感謝の気持がく』こうし塵囲に対す

る協力的態度を生遜出しているとみてよか滲う届（第17

表）　　 　曽i・☆
1

・”1戸』・し』 邸
一」へ他の親に対する親和度 、』ヒ』 yp　

Fl， r

　　　　　　　　、鯉曝二、・

親の態度　二　他φ縄に対する親和度

幼稚園保育所、F』計
（件）・％）（件）・』1 （鍾≧…　　（％）

　． 非常ぞこ親しみ・・11．

，，、、 ，、

ぎもマてき、る

・’ なヅ 7ズ　 145

ハ　普　　　通　　95

二　あまり親しみ　　28
　をもっていない

ホ　全く　〃　　　2

　　　NA　　　　7

　　　 計 ．』 　188

5⑲ 101き5≧3 』21　 115．6

23，9 12ユ’11㌔2 6617．6
め』511025413霞gウき5254

14．‘9　　36　　19．1　　64　　17．0

　1，16』3．28，2軌1
13．1

＝と

㌧13　　　6，9　　20　　　5．3

100．0　188　100、Q　376　100㌧0

　親同憲φ関傑≧“うもめも、争どもの生活にξ 庫接、1

、醸k勉彊響を灘ナも硬あ『り、親同志の関係が

醗璽坤醜rモどゆ李享関係睡み欄
が激られトるとどが当然考えられよう。今回り調査をみる

と、約20％の親が、他の子どもの父兄に親しみを持痒な

いと叡ている61（第臓） ；の数字林半φ親が間題

力ζないζと⇒｝ら考え勉壷零、．大きな問題雪セ零なヤ・ヵ）もレれ

ぬカヤ訪1レた親の許で育て1られてレ喝障害児の生活を

考える時ζや嫁り充分な配慮が必要であろう61、、

　・〔現在の園の集団生活の子どもに与えろ影響〕’、、
．．

　イ）社会性について

　　①ブラスの面　　　　丁 ．

　・　集団の中に入ることができる。』 ’こ1㌧’

　・　友人のまねをしなカ～ら学ぶことができる6

　 ・集団り西桐レを理解する。ぐ ．ジ ヴi㌧∴

　・　できないながらやって行ζ うとするポ、』

　。　友人と園以外でも付合：う．よう畦なる6、二 』・

　・　自立心が育つ。

　　・　ことばの発達が促進された。、』』’ド　1噛

　　・　協調性が育つ。　　　　「、1

　　へ 明為くな った。

＼1②㌧マイ‡スリ面ビ・炉 斗1二1・・ 亙’1つ

　∫卜、皆渾甘やかすr依存的になる。』 』　弓・＞：、．ピ

　・　劣等感をもち消極的になる6擦㌧1．

　・　乱暴する。 　　』　　　 ざ ∴斌 ド

　・ずるくなる。　　 渉
t・き∴』∵ ∵」・”』

　・　ルールを守れないため、いじめられるも 1：

　・　 仲間からとり残される。』

ロ）運動能力にうV、て仁＝l　lべ暑讐』　一’』、

　①　ゾラ不り面㌧

　・　遊臭の使用に慣腕るピ 塗1

5、

1まねをしてやるol＝　：・“一』 1」二「・ ∫
■r

9誌活発になぢぴ」一・

喜1・・棒力窟菟力炉づぐぷ1…　』厚、』』亨1い』』・篤

　乙’ 』勇気ウ監そる51、戸し1「、 玉 　i’i∵ 』・

　②』々イナスの面ナ W さ・・’I　

環・ 　　　府

　D　恐怖感をもつb き．

，．、、r．

　　　　　　　　　ンゴつじ
！

劣等癖をも？▽雪惑熱事袴セ尊黛 r’

二）灘誰鍵納τ轡骸
　①ブ以施筆・、▽ ∫当

藩緯碑噸鴫1
』遭叫憾ごと鱒る・』 ∵
喚 師碑顛嫉る9嘉疸rシ
　。　マナーを守るよ うになった5：

　・　家庭でもレっがうやうよう碍なっ牟δ、（、㌔∴

　②』マィナスの面泌「…卿浦∵… rl膏《磯

b雛醸炉硬馳残さ樋じ1賞1
　・と応用がきかない。！仙マ．懐∵、

　。　他の子どもが手傍塑てゆまうす1・
諺

　昌）知的能力につV、て娘鷺旨 一

　①ブラスの面』 』～’墾∵∴』『f 』
t1・LI ＝

　・　友だちの刺激でpばざれる。「』：やド

　6・ ごとばが凝 瞳ようになり綜二』孚lll

　・　理解力が進んだ。

　・　興味が拡がうな6暫τ・．り・

　・・ 1…菱現能力力～つ蒐｝た9’　、一 ．・’
』’ rr

バ　　7　　1』

　．・　自分の能押を知委．4；うになクたσ』∵・、1
F’

　　②　マイナスの1節

　・　あノま1り伸びな塾Ji・」 へ一 』・1！一r で、・・ ・1∫∵

　・　間違いを気にするようになる6・』1♂』冒“・1．

　・　大人の顔色をうヵ）がうφ 、 乙、、 、1 ・l　C．r

　兜　多人数の中重に表現できない這、替、

ホ俵號那外て 羽ン1△ 』
瘤・、

　　①ブラスの面・ 　 』マー 二rく♪、．』ひ ギ、（r

　シ、1 自分の言唾た㌧i・善とを豪現で1き渇声う解な李些。・

　」・：、語彙がふえたゴ』 、．い
て・f．ぐ・・』S　． ご∫舜＞蓄

、』P．桧や音楽に興味力咄て靴6㌧ミ ☆ こ嬉1紐
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　・　絵画などに集中するようになった。

　　②マイナスの面
　・　すぺてに時間がかかる。

　・　上手に表現できないので自信を失う。

　・　人の目を気にする。r

　・　他の子の作業を羨しそうにみる。

　・　他の子の作品をこわす。

　〔他の子どもと先生に対する影響ン、

　その子どもを受入れたことにより、他の子 どもや園の

先生に、どのような影響があったかを開いてみたわけで

あるが、影響なしというものが24％、影響ありが70％

と、障害児を受入れることにより、他の子どもや先生に

影響がカ・なりあることがうかカζわれる。　（第19表）

　　　　　　　　　第19表

他の子どもや先生に何らか弔影響があると思いますか

イ　な　い

ロ　あ　る

　NA
　計

幼稚園　　保育所
（件）　（％〉　（件）　（％）

計

（％）

47

127

14

188

25．0

67．6

7．4

互00．0

44　　23，4　．　　91　　24，2

138
73．426570．5

　6　　　3．2　　　20　　　5，3

1188100，0　376100．0

　イ）他の子どもに対する影響　＼

　他の子どもが障害児に対して思いやりをもつようにな

った、という答が圧倒的に多 くみられるが、マ イナスの

影響もかなりあり、その商者の比率は、ややよい影響が

あったというものが多い程度である。r

　　　　よい影響と思われる意見一68

　　　悪い影響と思われる意見一50

　0　よい影響の例

　・　障害児に対する思いやりを他の子どもがもつよう

　　になった。

　・　いろいろな子どもがいることを知る。

　・　その子の障害を意識しない積極的な動きを他の子

　　どもがまねをするようにならた。
帰

　O　悪い影響の例

　・　障害児のためにクラスの統制がとれない。

　・　他の子が落藩かなくなるo

　・　その子どもを馬鹿にする。

　・　悪い手本を他の子どもがまねる6

　・、他の子どもが遠慮する。：

　ロ）先生に対する影響

・先生畠対する影響め易合も、精神的、肉体的負担が大

きくなる、というような意見がやはり最も多いカ｛、障害

児をもつことにより勉強になったという』ように、よい影

響をあげるものも、かなり多くみられた。

　Q　よい影響の例

　・　障害児とふれ合うことによる人間的な成畏

　・ 障露児とふれ合うことによる児産観の変イヒ

　・　忍耐力がついた。

　・　保育者としての姿勢を正された。

　○　悪い影響の例

　・　精神的・肉体的疲労の増加

　・　1人につききりになるので他の子どもに目が届か

　　なくなる。

　・　保育がしばしば中断される。

　〔障害児を担任したいきさつ、及び感想〕

　イ）いぎさつ

　障害児を自分が保育するようになったいぎさつとして

は、 偶然自分のクラスに入って来たというもの炉半数近

くであり、特別な理由があって受持つようになった例は

30％近くである。　（第20衷）

　　　　　　　　　第20表

その子ども伶担任になったいきさつ

、「「ノ 、／0ノ‘㌧

イ　偶然、または
特になし ※73 38．8

ロ　そ　の　他 59
31．4

NA 56
29．8

計 188
100．0

幼稚園
（件）　（％）（件）　（％）・

保育所

85

48

55

188

（％）

4与，2　158　　42．0

25．5　107　・

29．3111

100．0　376

28，5
、29．5

100，0

　※（うち「なし」22）

　その理由として肱、園長からの依頼によるものが多い

が、経験年数が長㌧・カ・らとか、保護者の要講セこよるとい

’うものや、・自から進んで受持った、という例もある。中

には抽選にようたというような例もあり、必ずしも積極

的に最初から障害児を受持った意志があったものばかり

ではないo

　O　その例

　・園長の指定
　・　職員会の話し合い

　・　その子の兄（姉）をも ったことがあるので

　・　保護者からの依頼

　・　他の機関からの依頼

　・　経験年数が長いので

　・　クラスの人数が少ないので

　ロ）受持った時の感想

　障害児を受持った最初の時の感想には、自分がうまく

やっていけるか不安だったという意見と、その子どもが

うまくやっていけるか心配牽っだ、というように、不安

一232一
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や，ら配をあげるものが参階に多．くみられた。その他、こ

ん好ど砿もつ∫煙欝 皆軌零≧ゆゆ輝
めて柘聴賊勤し嶺張ってみたい・というよ
うな意見もあ似先生監よってその乗けとめ方は禄々で

ある。　　　r　　　　　　∴ ・r r』∴・ 栂 ☆浄 ゴ’叶

　〇　その例 　　　1 　 　r 』 』1∵「Vl』】㍗・「

．rか難継繁轡饗令’の
，この子勧誠畏させたいと思っ糧・・

　ヂ　初め七の経験なのでとにかくやっ｛塁タ哉と思っ

　　たo　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！ン

　r・　自分のためにもなると思い張切った。

　 1‘1夢中だ：った。

　・　可愛㌧・と思った。

シノた）’現葎9盛懇
パ…

r∵　．ド1
『ゴ・

旨・
，1そ璽例

㌧

、Vr
・・ の子雌長し郊、解旗い’9べ！．欝二・＼

　・ 将来が心母 r一 　 』究ト∫：、／ 、∵、．
、三・

ヘマ 〆い）

　・1轄贋麟っ重、、紛も曝し誕畔凋
　　っている〇　　　　　　　　一　　　、 一忍∵ ，戸

・ 二！
障害児岸？いてり揖導芦塗あi？露教艇もわいた

ドトき、φヘピ』・　イ』 ’・！ ’』 障』」・』ρ冨『1「 に： r「・、 　r

　』専』欠陥を無にサず何でもぞ為子ξ・もを孫季教之われ

　 た？ 』ψ1』 艮二P』∴1㌧1跡』：ド’ 』＝r・

　この他にも》ろいろな意見疹あるが、・非常酢障害娼を

受持ったこと購義械騨劾織舜け と・題、）紬
　のと、非常に悲観的な悪見を述δ委！も1の』≧勘ρ顔力秘こ

れは障害の程度や種類魁違う、9マ当添蜜も簡ネ・こ・必ずし

も先生の側だけの間題却諸え、うや納…二』

　〔現在その障害児を保育主る上で申番間翠になってい

　　ること〕

　障害児を現在園で保育、していてξア番問題になってい

　、る1こ
ととしてはぐどんなこ とがあるかについて閲いた結

　果い次のような意見が聞かれだ乙1r［’

　　・ぐ適切な処過が’とれない5 r∴r』

　 ♪・∫一 手力｛カ、カ、るす㌧・ ＼』∫・　 ・　 　　㌧1・ ：～匡　〆ei

　　・ 家庭が協力しでくれない。　』心∴、1』埣㌧rべL

　　・　集団行動がとれない。∴ パ
賦、二 』 1．1鱈 き）一

　、ジ多 基本的生活習慣ができて・いないol』1宣1・－iJl訊1

　．』ず1能力の不足でとり残される6』弓・L 店さ△・漉

　、、L適切な処遇が とれない理由とし宅ばζ 玄ヲーズの人数が

多く丸 、その子ども にかかり1ぎるこ と力聴醜いφでミ： と

　いうように受入れ側の問題をあげているものやξン理解力

　が不足していてζ遣ちらの指示に従わないだ敵ll㌧ど駐う

　ように子どもの側の間題をあげるものがあ6た♂集団行

．動がと魏螂獣甥鶴・瀧加不騨原邸てい
るもめが多ぐ、他の子ど駄彌動繍そ施たづ・勝

麺勉贈墜岬か轡弊ヤまうわけ
であ’る○㌧

．麟画場砥』融ゐ劒卿碓制と・1子ど

もめ側の条件ξゐがFら獅せ禰類饒塗す多わけで

あり、あく ま鴇裾醐諦晩都う・ね廠ら姻
題魔あ為ρ 』 　一』　・

、阿、＝、』
　1；捧

・

、q離麻静細の融咽沸 難曝見〕
、現在陣審児を舜持至頃糀る朱生の立場から障警児保育

にどんな意見をもづてい電かを聞いおわけであ．るカ1、積

極的に多くの意見が聞か隷。 、その中に晦醐児保育

1の重要齢認坊脚現状で翻卜常姻難を筋ので・

早郁凱淋制嘘朧筋題莇う・やうよう
に、前向ぎ碑就備φ繭繍織妬ゆ孝する
悪舜湖多てく遜、阜胆準q，こ冨、鳶ゴ

1冠 ㌧ 通邸㌧』㍗品
　F例』、、

』で 1』』rしー一』団ご1」r：”　1㌧ ∵』』＝、I ｝ ハ』㌻

　　づ蕊な嚇飲鯵確黙』醗ゼ勘幡φ養①

　　』1露鶴鑑灘縫鷺蓋雑美告馨罫

　　嘱り 廠る♪ど麟鰭児酔まが睨る認甑り～『：
．・、、』

，・

会4〉中に1出《》斌時によfりよ㌧1～影響がえぢれ1

　　　．・加．∫と思うi。1）ゼカ轍騰の搬でも 障害児に頬

　　　」、∫しでρ専門φ医節が？いて恥な方が，よy緒思iう こ

δ』 …ま蘇言妻誌癌棄商茎落該蔦ξ才

　　　　は、本惚蕪鱒璽琳勲趣編ラ納
　　　

．、

樋ξ賊・，聡罵撚鱒倉みクラ聾魅か
　 ピ

　　　　 2r 醜購と思う・1．躰瞬醐残倉讐
　　　1滅懸瀕嚇琳雌癒す薦一
　　　　瀞酌轄嵯齢じい問騨麹菟｝畢
　　　　うも 蒋紀蒙庭1酌盆師壱の索密な連絡が必要じ．

　③　　　o集団生活は障害卿ζと らてもよ姻こ’どだ1と思

　　　．、1こう。ただ保腎ガツ轡準．ラみをその子独自の物を

　　　，鶉み」1倭の子剛ρ勲1㌧掌ら良レ吻で瞳、ヤ’1
　秘　
　　　、』カ）， 1そ姦で観恕無躍勘雛4．そ怨畝
　　　　ラスのカリキュラム自体を自由なものとレ＼婿，
　　 ．華倉櫨醐育醗を持樗胆嚇むか

　　　藻な呼，思ゑ。
．、 ．「．

．、． ，ン．、．、，．

つ．哩、1

④．
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。蹄寵どもめ中献寂宛駕聾イ麺
・方向㍑跳を藤て・も1励蛇滝弼磯 か
ド』気持ばヂニ分にわ極6力哉』保育園のよ・ゲ漫畏期：

保育の施設で、ごのような子ど磁保育ず駐
とを象子』ども／に』とっコても保育老に1どづ：て庵＝過酪5
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⑤

もし保育園で預るにしても午前中2～3時間と

か母親また臓保護者にも、 ついてもらうとかし

ていた濯かないと 、事故がおこってからではと

りかえしがつきません。なお障害児をうけ入れ

る弔と は、1〈の瑚長や担任がその気になっても

出来ず施設ぐるみで教てゆか鮒れ凝らな
い。現状では末だその状況セはない5
　　　　　　　　　　　’　　　

Oクラス1こ障魯児がいたことで、この1奪間いろ

んな聯で私も・またクラスの子供達も成畏し

たように思う
。 それは人間と して一番大切ない

たわりの心、愛するという心を1人1人が大皐

に持って卒業していこうとしている今、この1

・年間・幸せな日々だったと思う。まだ蛸受け

入れていない幼稚園溝多い今、・これかうも？と

受け入れ委幼稚園の多 ．く

欺ることを祈る。

第9集

第21表

園としてξのように障害児を受け入れていますか

！締藤幼醐数

イ（全面的に受入れている）

ロ（出来るだけ受入れている）

イ・（仕方なしに受入れている）

昌（担任の先生個人に任せて受
　入れている）

ホ（ハ・昌）

へ（その他）

NA
不

計

2
30

48

3

　1

3
5
0

92

2
42

20

7

1
0
4

・1

77

　以上五つの例をみても判るようにミ保育者の多くは、

障善児の保育には極めて理解があり、積極的であるが、

同騨醐③にみ棟るように、難咽の生活では、
ぐのカリ壁ユラムに』濤いても、疸任の保母紀ついても、

不勲点が多く・ 牌児軸厭蕪謀鯛行漁状態
に，あるこ、とはたしかであるレ、 』保育所の古、うに長時間の

保育を行う場では、余計にそう した受入れ体制り不備が、

保育者や子どもにしわよせされることが考えられ、障害

児保育が～準だ安易に行われることに対する厳しい見方

を述べ講恥多く紡れ規とは大いに臆に値叫
よう。死

2） 茸票について（既して臆見）

こρB恥・幼纐蘇師破鱗であ喬搬の意
勉断焼叩あり・、蹴し鰐倣、う噂蹴蝦
みれて恥る⇒＼園としての配慮」．障害児教育にしついての

親の3問からなっている。 』．他答鋤繊77、鵬所
92）

　て園としてどのよう に障害児を受入れているふ〕

　この間に対する答（第21表ン、からみると、残念ながら

園自惨として瞳、 あま り障害児保育に積極的でないよう

にみえる・慨なし呼入塵る とゆも餌特に保噺
に多い。

で繭雌棘し瞬神てヤ＝嚇ト碧晒てみると、

福祉嚇か縮硫さ寂くるからζ』牽麟脚整っ
ていないから、というように答があげ威ても ・た。

また・逆瞳入紅喝園の受入遍理申としては、

本人碑勧働嗜溺賭轍う のセま蟻というよう

に、どちらかというと人道主義的な答力～多く券られた。

〔園として特に配慮したこと〕

　陣害児を受入れるに当ってく・特に配慮したこ とはどの

　ようなことか、というと、クラスの編成にづい七の配慮

　職員の数についての配慮、その子どもの保育時間に対す

　る配慮の三つのものがあげられており 、中で もぐクラス

　の人数の少ない所に入れるとか、知能に合ったクラスに

入れる というように、クラスに入れる際の配慮が最も多

　くみられた。

　また、保育者の側としては助手をつけたり、 フリ」の

保母をつけて担任を複数制にするとか、その子どもに対

する個別的指導の充…莚を計るような配慮を行ら七いる園

が多い。その他、園全体で協力するとか、家庭との連絡

を密にするというような意見がみられた。

　亡陣害児保育についての園長としての意見）

　その例（比較的多かったもの）

　・ ・保母の数、技術などもっと改善されねばならない。

　・　導門家の指導や助雷が必要。

　・　担任の負担が重過ぎる。

　・　障害児学級がほしい。

　・ 保護者の協力と理解が必要。

　この揚合目立つことは、保育者の場合より、障害児の

みの施設の設置を主張する意見が多かったことである。

このことは園の経営者としての立揚がそうさせているの

か、あるいは障魯児に対する見方が保育者の場合と異な

るのか不明であるが、やや意外の感がなくもな．い。，

（豆）以前障害児が在園していた園の場合

　現在は障害児がいないが、過去に障害児を保育した経

験のある園にも質間紙を送付し、意見を求めたわけであ

るが（回答率約50％）、それは、障魯児に対し否定的な

意見が多くβ肋れるのではないカ・ということが予想され

たからであるo

　〔過去に在園．していた障魯児について〕　』』＝rrl

　①性別
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この場合も男子の方が多く、・ 幼稚園の場合など特に男

児が多くみられる。 保育所Q笏合廼もやは、り亥児よ隙多

いのはどう、い，う1わけであ初加碑こ雄外｝て頗
に詳しい調査が必要であろう5旨（第22表泥』・∵ご頑．1∴

②繊してい塒期纈錠1：瀞心．で
』1

ぐ第22蒙応性』：

㌔

r身』卜1女プ11一陣パお評一

｝・　帽　』

幼稚園．　49　29　．5r
保 葦 所　，38 　3エ・　 9・・7＄

瀕2膿在園し短焼期
1

「＼ ｝

～　F

昭和（年） 1・・乖師挙r蘇乖1奮i輌4刺亟巨帥叫靴
幼ら 稚・ 園「

　育　所

〆4つ・・0・6㍗ 0∴陵」0 021326』Z溜1216
7083

00 ・・ ㌔しO㌃2！31 1、2
r31

5511…7・8！3r 8・・1 8 78

　この場合は、在園していた時期があまね古くなると記

憶が薄れるのセ眼近のものにケ月不が偏ったことは当然

であ硝、幼鯉の鵬など碑44年頃に胤多くのケ
ースがみられる4》は如何なる理由に基サぐものであろう

か、この点についても詳しい調査が行われなければなら

ない。（第23表）、くー』…　｝
一』

　③ 障害の種類

　障害の種類は、やはり知能に間題をもつものが非常に

　　　　　　第24表　障害の種類

多ぐそ漉と瞳椎郎囎房蝉レている・ま零・

雌園に脚卿子鱒騨騨辱1；l！轡
ゆ瀕臨 鋤秒…1　1．1三．
　④．在騨胴＝ ～．へ∫

　． ジ　　 　i

睡在臥畑燐蹴諭輝の場合・半鰍俺
巧喫年≧穂糟嚇ギ朝賭2瓢鯉簿か
らいら畑当灘あ砥菩騨嘩隅1』栖鱒き
脚群も潮塵跡凝尋礁塗善鞘鱗笏芦り事勲癬園

まセ輝レ駆）盈撰零顔9保育斯安勘剣壊壁邸、

イ　肢体不自由、欠損

ロ　ちえおくれ

ハ自閉的傾向
二　て　ん　か　ん

ホ身体の奇型
へ聴力障 害

卜視力障害
チ雷 語障魯
リ　情緒障魯
ヌ　そ　の．他

　　尊今．1．
『、、．

　　　　計

幼’権こ園 r棟育所

　9　　　　9
　2隻、． ㌘36．

　戸12　　　　　r1
”rぐ『4、ン』㌔

　　　　　・甲 3■

　　　　　 5’

　L 』1　　』積1r

　　　．｝r　
L6r

　　　　　．r㌃3
㌧

　　　　ゲ ・7一
　　　ヂドく
　9、．　　2
　 83　　　　．7S

第25表　在脚郷間 　　ご式

極ゴ（辮5紛 馨、慨競▽L・’1τ☆…諭

．弊埜聾子ξ轡ど餌．惣興雪堺贈オ
㌧…ラ ぢ働吻噸紛うゆ焼や鯵，9熱購匙
な轄力嚇て榊もの肇‘・聰型から騨醜
入就とい残魏極紋少な》㍉。 備勲場餌、却
iら納鰍た煙纏多く・、騨麹噌喉
　 鍛　　　　第26表一a　入園経路！・．・張1

こL

　　／幼稚
肉ド 「卜

保喰彫

イ．節的に1入れた
頃 知らないで入れた

パ　．特別な礁情で入れた

　三．ζ、　NA　＝卜

　　　　計

16

！ 50　　 タ42．

　2　　　　・0
83　 　　　　　ド 78一

幼　．稚　園　　・1裸1一育所
件）　（％）・1壌．（偉）λ　（％）

イ　半年未満　　6
・半年曳1年13翫
ハ　1年ル2年．．、N

38

二　2年～3年　　6
ホ1 年以上　　O

　　NA　　　　　O
　　計　　　　83

『』・⑦』・　　　ンき　ユ0

、』、：r4σ．　　　20
，、46　r　　　　　　　　　　　36

　7．．～．　　　4

　　　　　　　17
　　　　 0、『

　100、 7＄、’ 100

第26表一b、 （a一ハ〉㊨内容

幼稚隅 、、饗1育所

1 ら親からの特別な依頼1 38．： ㌧・ 亀』趣下

21、相談機関からの紹介 、6乱 P嬉16亀1下．

3・』医療機関からの紹介
31、： Ol、』

ヂ
知入などからの紹介 2 O！亭”

51ぞ　　の　　他 1r　l） 18ξi

rl 聖　　計　　 ‘

50 42
’㌘㌧i
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福祉事務所から依頼されて入れたというものがかなりみ

られ、親からの依頼は幼稚園に比べると少ない。　（第26

衷一ap　b）

⑥その結末

　障害児が入園した後、どのようになったかというと、

卒業したものが大半を占め、中途でやめたものは、約20

％前後みられる。幼稚園と保育所とを比較すると保育所

め方に中途でやめたものが多い。　（第27表）

第27衷

幼稚　園　　保　育　所
（件） ・（％）　（件）　　（％）

イ 卒園した 69 83 56 72

ロ　中途退園した 13 16 20 26

NA 1 1 2 2

計 83 100 78 100

騨頃後の行先は・粉膳通小学校に行き、残り

のものが特葎学級に行っている51

中翠臨てからの行鰍家庭彊り趨くζ次い

磯聯鰹の鞭が多く肺痴適煉しても、一
旦幼稚圏や鮪所に入蹴好ども暢合をよ、その瘤

は卒園まで園で保育を受けており、その問中途でやめた

ウ、．他の施設岸変尋ものは比較的少なy・ところからみて

も・現在味聯設が適煉じ好どもセヒ規ては、

か騨鱗っ僻啄轡舛とがうか碗
　　　　　第28表　卒園レてからの行先　

幼稚偲 保育 所・

L　普通小学．校、
2．特　殊　学　校
3ド盲』ろう・養護学校

4』就学猶・予

5』1』不　　．　一』明

6∴そ　の　 他

　　　計

29

29

1
1
9
0

69

22

18

2
1

11

2
56

れる5 （第28表く第29表）、

〔障害児が在園していて最も困ったこと〕

　障害児が在園していて最も困ったことは何かについて

は、障害の種類別にその意見をあげてみることにする。

①肢体不自由児の場合

　・　奉本的生活習償が確立されていない。

　・　運動が一緒にできないo

1《危険が多い。

　・　一人つききりでないと食箏や用便もできない。

②　ちえおくれの揚合

　・　集団行動がとれない。

　・ 暴力をふるう。

　・　・雪うことがわからないo

　・　行動がおそい。

　・一生活習償の自立が確立されていない。一

　・　フラフラ歩き回るo

③

④

　目を離すと危険なことをする。

　自閉的傾向の場合

集団に入れない。

会話ができない。

多動

てんかんの楊合

集団行動がとれない。

限が雄せない。

発作がおこる。

⑤　身体の奇型の揚合

・ 時間がかかる。

・　転倒しやすい。

第⑳褒　中途退園してからの行先

幼稚櫨

1ド他の園へ藪園 1 2

2ゴ家庭引取り 4 7　

31・「通園施設 4 3

堀収容施設 0 2
5」1不　　　　　明 4 5　

㌫　そ　　の 他 0 1
計 13 20

　　体力がない。

　　手がかかる。

⑥　聴力障魯の場合

　　会話ができない。

　　集団行動ができない。（聞こえないため）

　　補聴器をつけたがらない。

⑦視力障害の場合

　　みえないので危い。

　手がかかる。

⑧言語障害の場合

・　集団行動がとれない。』

　衷現できないので乱暴をしたりする。

・　どもりを他の子がまねをする。

⑨　情緒障害の揚合

・ 衝動的に乱暴する。

・　勝手な行動が多い。

・　友だち と遊’べない。

一236一



h

醐聾＝障害郷鰯纏閣葱購

当’す岱郵・、紙＝1二与 1△虞か∴～、孫トシ欝、ぐ1

　セ 鱒蛸熊』 1鵜凶◇：…ゼゴ、喚…（涛・・1・

　。曜卵勲｛豹9嫡顛・、∋塔くル藤課訊“11亙

　…以上④毒うに障害年よ？1｛導恥瀬南鞄ウ誓・陣寳1異興育

の間脚・罵番郵随れ獅題1‡ヤ、1馨瞭騨娘塗
いこ≧で顔・、珠贈勢・》鱒進醐畢鱒宴ウ茎驚
て喰いので手がかかるというこ姻顔講曝晦
励がとれないで、乱暴したり、物をヒわしたりするケ

スはく園としては他の子どもに対する影響奪あっ七弊常

1咽？“偽。1き』瀞』 ☆ 1、き』鰻fl残蝶、照：、・：マ

1〔現磯郡確園瞬い理申〕｛・ 跡；三☆二燦、卜 二』 ：、

　　・漏』』琴・㌧第3懐・症薗しな砲噛き ン・鷺：・窯

・し興衆鉱轡購熈呑縫々園
「：1 ドr㍑｛：で㌧疏 』ゴ・γ 　　　　　　　　　　　，一r

　口・乏』』　　　　　　　　　㍉■ ・シド・・ン』』

沈1冬れ硬も噂轡，

マ 1擢夢趣麻泌
』寵難難堅燃、i、

　1探◇～！ 『 詐k、くこンむ：5

V　　‘r　』r　P『　1　　〆』一）㌧ ビ　　、

　　　
　 　㌧

』功雍薗：♪ 　r』・7㌧ 』、

lr毎．育、所；、

トイ“入園希望者た緬．Σない」

陽マ入園を断？て塾る1！・ さ

　、・、ゴ．へ却奥』1ン 』汁｝ジ

　　　　ニ計』
』 』’r

　　　　　　1． 27、

　　　　　一批．解 』

㌃『 ・　　
ト、

r『 欺毫、＿

　 50・り　　　　　　．51

　　　　　　 ！　 r・・F、
1一 ；∫ 』 ㌔《 lr”

・現碑鞭饗察映樋塵さ砥，押碑
考効墾漸’．残勉讐響興虫察鱒外岬
を断っている≧い辱㊧鯉簗郵鱒鰐縛遍・嗜、

2邸勲と速騰趣騨9殖聯げうも礎殆
鞭萎瀬考嫌醜禦y夙騨麹
鰍などがその断碑申鎌誌笏麹

くン1 、端

　〔将来障害児を入乳る予定が謬る添）『一1

将辛陣害児を愛入れるか、という間に対しては、条件

が整えば入れると答えたものが多く、入れる》づもり壱柔な

い、という拒否的欺園は、幼稚園、保育所共約％の数で

ある。条件が整えばの条件とは ど夕なものかというと、

職員の数の充足や設鏑の完備をあげるものが当然多い

が、中には専門的知識や能力の面が改善されれば という

ような条件をあげるものもある。その他陣害の程度の軽

いものなら受入れるとか、r親の理解と協力がえられれぱ

受入れる、というように子どもの側や家庭の条件をあげ

るものもあった。　（第31表一a，b）

’1 9『『1》　　　　　ご17　　一

二’ 　　　＝ら1り＝ご一ジ

」26・＝ン’ご 卜弔『 0・胴O、

∫ 312■．一 　　　．．｝一

、“』・一バトゴ～ンー『『敷 ぐ』1㌔1 「究’i』ぐ1

　第訂衷一レ、魚 一パ》の条繰
ゆ織eで

1一＾ 　） 倥τ㌔う ＼ 敵幼稚鳳 二』保1育、所

愛ズ毒師ζ鹿み嬉ま詫

蠣害の嚴力鰹藁（藤、1
湧磐蓼年鞭韓軽
避塑騨吻癖寓
　　　　NA　、

　　　　計
　　　’－』■戸∫、ザ・「『⊃「．…↓へ1ヤ、；

　 』」 ンi　　｛1⊃』

1、

r△2： 1　いー一

ントご》β・ ト

考　　 察

　今回の研究は、 陣害児が現在幼稚園や保育所にどの程

度在園し、どのよちな生活をおくっているか、その災態

を知ると共に、騨害児の保育についてめ保育者の側から

の意見や感想を聞いたわけであるが、次にその結果から

障害児の保育についていくつか考察を加えてみようo

　まず、陣害児が幼稚園や保育所に、どの程度の数が受

入れられているかということについては、回収率がやや

低からたことを考えると、やφ正確さは欠くとは思う

　「、1』1： 』轟　　　　　　　　　　　　　　∫卜㌧ プ※F　　　 ｝ 　、

璽榊鍵媛激驚縫ぎ蜂瞬害騰
灘簿響継鰹懸黛鷺層膨轡流こ噂』・

鰹乗聯・物騨泌弗も鰍な繊灘
ゆ翻齢字跳懸鞭鶴殊学纏r鵡1醤雛
とがら棚らかである・ぞ残た轄をもっているセ吻

ら颪彼等晦琳準抵樋臥ており・ 卒騰で
の畢い欄・卸上鏑ぐ り・’渉イキャッブを脚し

、て普通児と生活を共セ聾ているわけである・

　もちろん鱒の傘てが・一隅φ蛎醗面的に適応レて

いる尉で麟弱鯉鱒磁立したり泊馨避し
効してい融rスが舛筋ずみられる儲も墾の
園から報告されている』

　また、 園の側の受入れ体制をみ雪も、障害児を受入胞

．るこ と時常に卸し・ 締神身が陣児の保育晦
きがい蠣以自頒身峨勲撚でヤ‘参 う癩拠
的な例があると同時に、障害児をやむなく受入れて㌧ ・るr、

例や～入園させてみてその函難さにへき匿きしている奥．

うな例もカ・なり多くの園にみられ、障齊児保育というむ

9が隅灘おいて繭め噸獅状解麟こと、蛎』
している。

1琴傾陣舳っ好どもた肋今後碗遇に黛、
てであるが、 これは多風の保育者も望んで》るようセ汽

陣害児を受入界るに必要な環蝿条件の整爾と いう・こ1と11

が《一刻も早くなされることが望ましいわけであるg到生

（もぺr－r ㌧

　工0』”

　　1．

　47』

是｝f5こ1恥

ふ乳6』鍋「’ン

，50疹牙

〆、δ＝富出
　7、、

　2

581
『
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底、保育者1名当ち30ん40名乏いうような多人数の子ど

もを抱えての保育では、 障害を』もった子どもの指導を良

心的ヤ旦つ適切に行うことは当然不可能である。条件さ

え整えば障害児を受入れる・と魁う悪見を殆どの保育者

がもかていることからも、こうし塵環舞条件り整備は急

がれねばならない。・悪い環塊条件の下での障害児の保育

が、時に大きな幣害を伴うことは多くの人が認めており、

せっかくの保育者の好意が仇となることさえあるわけで
　　　　　　　　　　　　　 輩1

、

ある。

　保育老の一部にも、障害をもった子どもを普通児の施

設で保育することに肇間をも？も伶も南為が、障害をも

った子どもを、一般あ社会から切離して、隔緯して生活

させることは、彼等の社会適応能力の育成ということを

考える時、決して望ましいこと、とは、）えぬであろう。何

故なら、彼等が社会に受入れられるためにば、彼等自身

が早くから社会を知る必要があると同時に」 r彼等の隣人

となるべき普通児たちの側か励？ズも調見のない幼

時伽ら轄鶴っ好ど硫郷ま樋ことセ轡
警をもった人に対する理解や愛情を育七る牽めに大いに

有効なはずである。

　従っ て、これからの障害児の処遇については、幼児の

場合も》．積梅的に普通児≧4〉隼活を緯除さサるこ≧誉ぜ

少望まし、≠同時に、 彼等伶障書酢匿じた個別卸指導が

徹隊して行われ翻が欲い・桝である・そう逸聯
で保育者に対七て、障害児の保育に？いて伶専門的知謙

や指導技術を身につけさせることが必要であるし、保育

環箋の面では、障齊児を安心して、障害に応じた保育を

適切に行える場の整備が望まれるのである〇

一何れにしても、今回6調査を通じて、保育者たちめ障

害児ヤヒ対する。愛情と理解というものが、非常に強く、

深かづたことを感じく障害児保育の将来に、大きな希望

がもてた次第である6

結　　ぴ

　今回の研究を通じ、障害児保育の問題は～非常に複雑、

旦つ困難な問題であり保育者一人の善意や熱意などだけ

で解決がつくものでないことが痛感された次第である。

しかレ、彼等の社会に対する適応ということを考える

と、方難を排してく普通児との生活を経験させ、そこに

相互的理解や愛情を生み出させることの必要性の大なる

1ことは、等しく保育者たちも認める所であるQそこで、

これがらの問題としては、如何なる環擁においた時、そ

うしたことが可能であるか、という保育環境なり条件を

明らかにすることが残されているわけである。更にその

前好どもや働槻勧麟をどのように受とめてい
る西又を知る必要もあるわけ太今後はこうヤた面につ

いてめ競究を進めて行ぐ予定である。

　おわりに』多忙中kも拘らず本研究奪多くの援助と協

　　　　　　　　　　　　ヤカを胤みなく枢っ螂内働稚薗11 騨弛先勤
に深く感謝の意を表す昼次第である。

　　　　　　　　　　　　　　
ノ

1』
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高橋他；障害幼児ゆ福祉に関する研究

別一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　』A票1

1・牲別1身女1馳糊日年月日
＼l　　　　l5｝障害児の年令　　　（61陣害児の在籍クラス　　　　　　　　　　　　　ー

（31現在のクラスの人数　　　　　　　　名 現在　才ヵ月・年令傑留の才児クラス

㈲現在のクラスの保育
者数　　　　　　　　　　　　　　名． 入園児　才ヵ月，’輪｛梨船L畑ラ支

　＊相応ヅ不相応のいずれカ｝不必要なものを消レて下昏い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lく㌧1
1　①　障害の程度についておきかせ下さいo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　

　　渉　・いP

　　　O　答えの欄の（　　　）の部分はなるべく具体的にご記入下さい。　．ゴ、，』

障害の種類 質　　　　　問 その答え（該当する答えを○でかごんそ下さい）

肢体不自由
　　　　損

どんな障害・欠損ですか 　　　　　　　　　　ン 　　　　1、』』 　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

補装具の使用 無・r有 ♪・じL声」！、・　　．
r 三：［1く！

♪…・．

歩行が困難にみえますか 　　　　　　　　　　　　　　、常に困難一少し困難一あまり間題峠ない
手・指の動きに困難がみえますか

　　　　　　　　　　　　　　卜常に園難一少し困難一あまり聞題にない　　　　　　　　　　　　　　’

ち　え　遅　れ
工Qの程度 39以下一40タ脇再60確9』←180以上 」ゼ　　All・』

IQがわからないばあい 大体の疑徽は； ・才一幼｛3才一4ポ5才・

自閉塑 自閉的傾向の程度 非常にその＿かなり一その1 少しその1
向が強い　　傾向がある一傾向がある

　　　　，
　ん　か　ん　　　　

軌

ひきつけの有無 無・有→その頻度　1日＿回、1ヵ月＿回

治療の有無 無・有→服薬の無・有　その他（ 　　　　　　　　　　）

身体の奇型
どんな奇型ですか 　　　　　　　　　　　r 7一パ』二　　　　’ρ一　　　　　　　　　～1；唱

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．F　）い

冒裳霧幣堕璽鱗 翔に痴》じ泌擁とんど神 c、　　1掌

聴　力　障害

聴力の程度 ．全くぎこえ凝林き嫡序腱、薫樋漂£薪轡’弛

補聴器の使用 無・有　　　　　　　　　　　　　　　や ’　』

非常に不自由」少し不自由」あまげ商燧ばな“

視　力　障 害

視力 布（．、い、　）『 撤う）』臓ン～；1酒L

眼鏡の使用 　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
・ 有・

非常に不自由一少し不自由一あま』り澗題はない滅

害語　障　害

吃音の有無 無i 有尋七・つもどもる→時々どもる→少しど壱お

発音の明瞭度
、非常に　 　　　かなり　　　　少し、

と づ眠し一ききと膿くし日ぎぎξり嫁し1 』’

精　神　障　害

どんな陣害ですか、．、 　　　　（．．i

　　　　　　　　　　　　　　　）

園の生活への適応度’ 全 くと　　　　　　　殆ど　　　　　　　　カ・なり 1鱗鷲ない一適応できない一適応でぎ葛　　、、
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　　③　現在他の機関で治療や相談を受けていますか。

　　　　　　イ　いない

　　　　　　ロ　いる→それはどんな機関ですか。

　　　　　　　　　　（

問2　入園までの経過と入園以後現在までの経過についてお答え下さい。

　　（1）”紹介者または機関r

　　　　　　イ　無
　　　　　　ロ　有→児童相談所。福祉准務所。医齢。知人

　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　）
　　③　入園時、最初からそめ子どもの障害に気づいていましたか

　　　　　　イ　いいえ

　　　　　　ロ　はい
　　③　入園に際して特別な配慮をしましたか

　　　　　　イ　いいえ

　　　　　　ロ　はい一その配慮とはどんなものでしたか一

　　　　　　　　　　

（
　　　㈲　入園の際の配慮は現在も続いていますか。

　　　　　　イ　はい
　　　　　　・いい妙納瞼摩すカヤ

　　　　　　　　　　 （1

問3　出席状況についておきかせ下さい。

　　　ω　出席状況　　　　　　　よく休む・時々休む・休まない

　　　12）保育中の親のつきそ㌔v　　『現在つきそっている・つぎそっていない

商4　今までにその子どもの保膚匡あたって事故がありましたか。

　　　　　　イ．なかった

　　　　　　r顔㌣納はξん㌍隊でし糟｝

問5　親の態度についておぎか煙下さい。
　　　1・）その子剛する理解度 　　12）初子に対する購の稼
　　　　イ非常に理解がある　　　　　イ・非常匠保護過剰

　　　　ロ　かなり理解がある　　　　 　　　　　ロ　かなり保護過剰

　　　　ハ　普通』　　、、　　 　　　　　　　凸　普通

　　　　二 あまり理解がない　　　　　　　　　、二　かなり放任

　　　　ホ 全鯉解が加．　　 　ホ全轍任
　　　1鋤　薗に対する協力度　　　　　　　　　　　141　他の親に対する親和度

　　　　イ　非常に協力的　　　　　　　　　　　　イ　非常に親しみを持づている

　　　　 ロかなり励的　　
’：

ロかな獺しみ塒っている
　　　　ハ　普通　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　普通
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　　　そ激り禍畑　　　．二辣り馴硬持つていない
　　　ホ1全く非協力的　　　　　　　　ホ．全く親しみを持っていない

問6現在の園の集団生活凝の子どもにどのような騰髄ると思いますか・

釘・ 蹴く、

＼影響その種類＼
ブ 』ラ　ース〔の影響1 マ1 イ　ナ　』ズ　の　影 響　

社 会　性

蓮・動 能 力

生活習 慣

知的能力

表現能力

　そ　　の　　他

、

￥ い

’一

＝

！
：「■ 1r 一　　’一、■ ｝

『 、y

　　　
㌔11、「■h　ノ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憾盈勲ま莫繭廓酋辮も，

問7その郡を轍けたことにより・他の粥や・継何らか9郷旗1編弧

　　　イ　ない
　　　・ ある鷺郷惚罫 鯵鰭質㌍、二♪．1 』・・

♪1こ㌧零帰人そ｝齢重娼一
　　　　　（f）一他め子どもに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、、 ，

　　　　　　　　／　 　、』 憾』
　　　　　①　先生に 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　〆

　　　　　　　　（　
．』 　 ・騨噺鴻1』

問8あなたがその子どもの担任になら纏㌧鍵つ取びその時のご感想をおきカ’せ下さい・

　　1恥ぎさつ　（ぺf」．…y ，こま一1』

；⇒ i、 ，’

謡箇「轡）ズ、1△

　　〔2　　　（　　　　　）

　　13嘩轡（　　　　　）
問9廉その弛賄する上で一蘭と樋こ≧はどんなことですか・

　　　　　　　　　　　★★ 　　　　　　★★

○ 、醐崩査にも搦ずご記入ありがとうございました・

灘灘灘燕欝≦鷲’な弊も解轡らく鯉

一241一



日本総合愛育薪究所紀要． 第 9集

別一2

I　B票1

園　　名
所在地

在園児数 名　職員総数 名　保育担当
　　者　　数 名

問1　園として、どのようにして陣害児を受入れていますか

　　　　（該当するものに○印をつけその理由を下におかき下さい）

イ

口

ノ、

全面的に受入れている

出来るだけ受入れている

仕方なしに受入れている

担任の先生飼人に住せて受入れている

その理由

問2魁して鱒児媛け入れるにあたって特に醜した点が励まし妨纏かせ下さ㌧、

イ

口

ホ

クラス編成

職員の数

クラスの人数

その子の保育時間

その他

問3　障害児の教育について御意見がおありでしたらおきかせ下さい。
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別」3

吃　　　』＼　． 1Fr

お　　1癩ぐ 　い

　前回の質問紙調査に対しまして御協力有難とうございました。調査の結果につぎましては後ほど報告させて戴

く予定で諮ります・今日は裳た御多忙中誠に恐れいりますが・以前に在園していた障害犀につきまして寸いろしい

ろおきかせ願いたいと存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴き㌧～1 一県㌧

　よろしく御協力のほど、御願い申し上げます。なお勝手ながら一週間以内にご返送願えれば幸甚です。、

施設名 所在地

問A　貴園に在園しておられた障害児につきまして下の表にご記入下さい。

　　　（問3から問6までは下勲答舳醜該締答め記臓の中にご記入下さし臆お答寿肋他に該

　当するばあいは簡単にその丙容をご記入下さ焼。）

記入例→

・臨騒幡1騰の瀦厩轟経路翠6
末

問7　その子どもが在園しておられ．た時r番困られたことに何です1か

　（ 聯
昌 ’、 ハー1 イー2

ひきつけが歯で起こるので処置に
った

男・女 昭和　年

男・女 昭和　年

男・女 昭和年

男・女 昭和　年

男・女 昭和年

問3

障害の種類

イ　肢体不自由・欠損

ロ　ちえおくれ

ハ　自閉的傾向

晶　てんかん1

ホ　身体の奇型

へ聴力障害
ト　視力障害

チ．言語陣害

リ情緒障害

ヌ　その他

問4

　在園期問

イ　半年未満

ロ　半年～1年

ハ　1年～2年

晶　9年～3年

ホ　3年以上

問5

入園経路

イ

口

ノ、

積極的に入れた

知らないで入れた・

特別な毒情で入れた

（その理由、↓

ハー1親からの特別な依頼

ハー2相談機関からの紹介

ノ、一3医療機関　　　　 　ノノ

ハー4知人などからの〃

ハー5その他

問6

結 束

イ　卒園した

　（それ以後）↓

イー1普通小学校入学

イー2特殊学校

イー3盲・ろう養護学

　校など
イー4就学猶予

イー5不明

イー6ぞの他

ロ　中途退園した・

　（それ以後）↓

・一1他の園へ転園
ロー2　 家庭弓！取り

ロー3

ロー4

ロー5

ロー6

通園施設へ

収容　〃

不明

その他
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閂B現在階児が在園しないのは徽ですか
　　　イ．　入園希望者がない　　　　　　　　　撰

問C　将来貨園で保育するつもりはありますか。

　　　イ1入れるつもりはない

　　　ロ　希望があれば入れる

　　　ハ　条件が艶えば入れる

　　　　　　その条件とはどんなものですか

入園を断っている

そΦ理由は（ ）

鯖魏職縫 代飴
　　　　日本総倉愛育研穽所

　　　　　　　　研究第7部輝
橋種昭
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